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市
民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
運
営
と
ム
ト

ス
の
心
で
ま
ち
づ
く
り

平
成
20
年
7
月
2
〜
3
日
、
長
野
県
上

田
市
と
飯
田
市
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

上
田
市
議
会
で
は
、
18
年
3
月
の
合
併

後
、
合
併
前
の
旧
市
町
村
間
で
議
会
の
運

営
方
法
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
議

会
運
営
と
改
革
事
項
を
協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
場
内
は
カ
メ
ラ
2
台
で
撮

影
し
、
ま
た
、
一
般
質
問
の
回
数
は
最
大

5
回
ま
で
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
質
問

す
る
こ
と
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。「
議

会
改
革
に
終
着
点
は
な
く
、
今
後
も
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

飯
田
市
議
会
で
は
、
18
年
9
月
に
自
治

基
本
条
例
を
策
定
し
ま
し
た
。
元
来
公
民

館
活
動
が
盛
ん
で
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た

自
立
の
精
神
を
条
文
化
し
た
も
の
と
い
う

こ
と
で
す
。
「
ム
ト
ス
」＝
市
民
み
ず
か

ら
積
極
的
に
行
動
す
る
と
い
う
、
ム
ト
ス

の
心
で
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
活
動
か
ら

学
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
議
員

み
ず
か
ら
が
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
ま
だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
ば
か
り
と
の
こ
と
で
し
た
。

議
会
改
革
・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

３
か
所
を
視
察

平
成
20
年
7
月
7
日
〜
9
日
ま
で
、
北

海
道
釧
路
市
、
帯
広
市
、
石
狩
市
を
視
察

し
ま
し
た
。
釧
路
市
で
は
、
19
年
6
月
22

日
、
7
会
派
1
名
ず
つ
の
委
員
で
構
成
さ

れ
議
会
改
革
を
目
的
と
し
た

「
議
会
改
革
等
検
討
協
議
会
」
が
設
置
さ

れ
、
議
員
定
数
削
減
・
政
務
調
査
費
・
議

員
報
酬
の
見
直
し
等
決
定
し
た
。
今
後
第

二
次
議
会
を
計
画
し
て
い
る
。
帯
広
市
は

12
年
度
に
収
納
率
が
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
割

っ
た
た
め
、
収
納
率
向
上
対
策
の
取
組
み

を
開
始
、
徴
収
事
務
向
上
研
修
、
預
貯
金

調
査
、
職
場
調
査
、
給
与
の
差
押
の
強
化
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
実
施
、
コ
ン
ビ

ニ
収
納
は
16
年
4
月
に
開
始
、
目
的
と
し

て
は
、
市
税
納
税
者
の
利
便
性
、
収
納
率

向
上
が
目
的
で
す
。
石
狩
市
で
は
石
狩
湾

新
港
後
背
地
の
企
業
立
地
と
と
も
に
、
増

え
続
け
る
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
た
。
7
年
、
ゴ
ミ
の
4

分
の
1
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
容
器
包
装

廃
棄
物
に
つ
い
て
の
分
別
と
再
商
品
化
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
12
年
2
月
に
「
石
狩
市
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
を
竣
工
。

政
務
調
査
費
取
扱
要
綱
・
中
心
市
街
地
の
　

活
性
化
・
感
交
劇
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
20
年
7
月
8
日
〜
10
日
ま
で
、
青

森
県
八
戸
市
、
青
森
市
、
弘
前
市
を
行
政

視
察
し
ま
し
た
。

八
戸
市
で
は
、
議
員
が
調
査
研
究
活
動

を
行
う
た
め
の
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し

て
、
交
付
さ
れ
て
い
る
政
務
調
査
費
に
つ

い
て
、
使
途
の
透
明
性
を
高
め
、
市
民
へ

の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
議
会
に
対
す
る

市
民
の
信
頼
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
き
た
た
め
、
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
条
例
を
改
正
し
て
い
ま
す
。

青
森
市
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の

目
標
と
し
て
、
歩
い
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
質
の
高
い
生
活
空
間
の
創
造
を
目
指

し
、
活
性
化
協
議
会
を
19
年
に
立
ち
上
げ

24
年
ま
で
の
5
年
間
を
計
画
期
間
と
し
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

弘
前
市
で
は
、
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅

開
業
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
地
域
に
と
っ

て
当
た
り
前
す
ぎ
て
見
過
ご
さ
れ
て
き
た

魅
力
を
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
掘
り

起
こ
し
、
地
域
住
民
も
と
も
に
共
鳴
・
共

感
で
き
る
、
感
動
と
交
流
の
新
し
い
旅
の

行
政
視
察
研
修�

行政視察研修�

行
政
視
察
研
修�

行

政

視

察

研

修

行

政

視

察

研

修

�

行

政

視

察

研

修

�

上田市議会議場にて

弘前市感交劇場プロジェクト視察後

石狩市リサイクルプラザにて
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ス
タ
イ
ル
を
創
造
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
街
づ
く
り
　

デ
ジ
タ
ル
式
同
報
系
防
災
無
線
視
察

平
成
7
月
16
日
か
ら
18
日
の
日
程
で
長

野
県
飯
綱
町
、
新
潟
県
十
日
町
市
お
よ
び

三
条
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
鴻

巣
市
が
緊
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
防
災

行
政
無
線
の
一
元
化
に
つ
い
て
視
察
研
修

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

十
日
町
市
の
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
19
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
で
、

調
理
能
力
は
1
5
0
0
食
で
す
。
そ
の
特

徴
は
汚
染
・
非
汚
染
区
域
を
明
確
に
分
け
、

作
業
動
線
を
区
分
し
、
衛
生
的
な
流
れ
作

業
を
確
立
し
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
三
条
市
の
デ
ジ
タ
ル
式
同
報
系

防
災
行
政
無
線
は
18
年
3
月
の
開
局
で
す
。

そ
の
特
徴
は
デ
ジ
タ
ル
方
式
故
に
可
能
な

Ｆ
Ｍ
緊
急
割
り
込
み
放
送
シ
ス
テ
ム
や
地

域
情
報
送
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
7
項
目
の

付
加
機
能
が
整
備
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
り

ま
す
。
鴻
巣
市
も
防
災
行
政
無
線
の
一
元

化
を
20
年
度
か
ら
5
カ
年
計
画
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
参
考
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

緑
化
整
備
事
業
の
推
進
と

地
域
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

公
明
党
会
派
は
平
成
7
月
29
日
か
ら
3

日
間
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
と
霧
島
市
、

宮
崎
県
都
城
市
に
て
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
鹿
児
島
市
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
の
緩
和
や
都
市
景
観
の
向
上
を
図
る

た
め
、
市
電
軌
道
敷
に
延
長
3
8
7
0
メ

ー
ト
ル
に
及
ぶ
緑
化
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
地
表
面
温
度
は
最
高
で

24
度
の
低
減
を
実
現
し
、
ま
た
騒
音
レ
ベ

ル
は
最
大
9
デ
シ
ベ
ル
の
低
減
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。
市
庁
舎
で
は
屋
上
に
2
1
4

平
方
メ
ー
ト
ル
の
緑
化
空
間
を
作
り
低
減

温
度
の
効
果
検
証
と
普
及
啓
発
を
図
っ
て

お
り
、
民
間
建
築
物
へ
の
補
助
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

霧
島
市
の
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
支
援
事

業
」
は
、
地
域
独
自
の
テ
ー
マ
を
設
定
し

実
現
に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援
を
行
う
も

の
で
、
地
区
自
治
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

事
業
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

都
城
市
は
地
域
停
滞
か
ら
脱
す
る
ま
ち

お
こ
し
事
業
を
長
年
に
渡
り
展
開
し
て
お

り
、
こ
れ
が
提
案
公
募
制
に
発
展
し
、
行

政
か
ら
の
補
助
は
3
年
間
、
以
降
は
事
業

団
体
の
自
立
促
進
と
、
公
開
審
査
会
に
よ

る
判
定
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動

米
飯
給
食
事
業
に
つ
い
て

平
成
20
年
8
月
6
日
か
ら
8
日
に
お
い

て
、
長
野
県
茅
野
市
・
東
御
市
お
よ
び
新

潟
県
三
条
市
を
訪
れ
視
察
し
ま
し
た
。

茅
野
市
で
は
、
7
年
に
「
福
祉
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
設
置
を
表
明
し
、
策
定
委
員

会
発
足
後
、
長
期
実
施
計
画
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
当
市
の
特
徴
は
、
市
民
と
行
政

協
働
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ

く
り
」
で
あ
り
、
市
民
が
主
役
と
な
り
行

政
は
そ
れ
を
支
援
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で

す
。
福
祉
事
業
に
お
い
て
も
、
条
例
が
制

定
さ
れ
公
民
協
働
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
が
明
確
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
御
市
で
は
、
花
や
み
ど
り
を
守
り
育

て
る
た
め
に
、
住
民
総
参
加
に
よ
る
「
花

と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
推
進

し
て
い
ま
し
た
。
苗
木
を
無
料
配
布
し
市

内
各
地
を
彩
る
事
業
や
、
生
垣
新
規
設
置

補
助
事
業
な
ど
を
予
算
化
し
、
市
民
に
よ

る
花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

三
条
市
で
は
、
完
全
米
飯
学
校
給
食
実

施
に
よ
り
、
給
食
残
量
の
減
少
や
肥
満
度

検
査
に
も
結
果
が
現
れ
る
な
ど
、
本
市
の

今
後
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

飯綱町での視察

鹿児島市役所にて

雨水再利用タンク（東御市）
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